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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の試料体が載置された試料台の移動により各試料体を測定位置へ繰り返し移送して
各試料体を時系列的に測定する際、前記試料台に対する前記試料体の位置ずれの有無を判
定する位置ずれ判定方法であって、
　前記試料体の呈色反応による濃度変化を時系列的に測定して得られたタイムコースデー
タの値を近似する回帰曲線の近似誤差の分布を示す標準偏差の値が予め定められた閾値よ
りも大きいときに、前記試料台に対する前記試料体の位置ずれが有ると判定することを特
徴とする位置ずれ判定方法。
【請求項２】
　複数の試料体が載置された試料台の移動により各試料体を測定位置へ繰り返し移送して
各試料体を時系列的に測定する際、前記試料台に対する前記試料体の位置ずれの有無を判
定する位置ずれ判定方法であって、
　前記試料体の呈色反応による濃度変化を時系列的に測定してタイムコースデータを取得
している時間に対する前記タイムコースデータの値が増加している時間または減少してい
る時間の比率が予め定められた値の範囲から外れたときに、前記試料台に対する前記試料
体の位置ずれが有ると判定することを特徴とする位置ずれ判定方法。
【請求項３】
　複数の試料体が載置された試料台の移動により各試料体を測定位置へ繰り返し移送して
各試料体を時系列的に測定する際、前記試料台に対する前記試料体の位置ずれの有無を判
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定する位置ずれ判定装置であって、
　前記試料体の呈色反応による濃度変化を時系列的に測定して得られたタイムコースデー
タを近似する回帰曲線を作成する回帰曲線作成手段と、
　前記回帰曲線の近似誤差の分布を示す標準偏差の値を取得する標準偏差取得手段と、
　前記標準偏差の値と予め定められた閾値とを比較し、前記標準偏差の値が前記閾値より
も大きいときに、前記試料台に対する前記試料体の位置ずれが有ると判定しその判定結果
を出力する標準偏差比較判定手段とを備えたことを特徴とする位置ずれ判定装置。
【請求項４】
　複数の試料体が載置された試料台の移動により各試料体を測定位置へ繰り返し移送して
各試料体を時系列的に測定する際、前記試料台に対する前記試料体の位置ずれの有無を判
定する位置ずれ判定装置であって、
　前記試料体の呈色反応による濃度変化を時系列的に測定してタイムコースデータを取得
している時間に対する、前記タイムコースデータの値が増加している時間または減少して
いる時間の比率を取得する時間比率取得手段と、
　前記比率と予め定められた値の範囲とを比較し、前記比率が予め定められた値の範囲か
ら外れたときに、前記試料台に対する前記試料体の位置ずれが有ると判定しその判定結果
を出力する時間比率比較判定手段とを備えたことを特徴とする位置ずれ判定装置。
【請求項５】
　前記タイムコースデータを近似する回帰曲線を作成する回帰曲線作成手段と、
　前記回帰曲線の前記タイムコースデータに対する近似誤差の分布を示す標準偏差を取得
する標準偏差取得手段と、
　前記標準偏差の値と予め定められた閾値とを比較し、前記標準偏差の値が前記閾値より
大きいときにも前記試料台に対する前記試料体の位置ずれが有ると判定しその判定結果を
出力する標準偏差比較判定手段とをさらに備えたことを特徴とする請求項４記載の位置ず
れ判定装置。
【請求項６】
　前記タイムコースデータの値の増減回数および増減順序を取得する増減取得手段と、
　前記取得された増減回数および増減順序と予め定められた増減回数および増減順序とを
比較し、前記取得された増減回数および増減順序のいずれかが、前記予め定められた増減
回数および増減順序とは異なるときにも前記試料台に対する前記試料体の位置ずれが有る
と判定しその判定結果を出力する増減比較判定手段とをさらに備えたことを特徴とする請
求項３から５のいずれか１項記載の位置ずれ判定装置。
【請求項７】
　前記タイムコースデータをフーリエ変換して得たパワースペクトルの総パワーに対する
所定周波数以上のパワーの比率を取得するパワー比率取得手段と、
　前記比率と予め定められた閾値とを比較し、前記比率が予め定められた閾値より大きい
ときにも前記試料台に対する前記試料体の位置ずれが有ると判定しその判定結果を出力す
るパワー比率比較判定手段とをさらに備えたことを特徴とする請求項３から６のいずれか
１項記載の位置ずれ判定装置。
【請求項８】
　前記タイムコースデータが、前記試料体の呈色反応による濃度変化を時系列的に測定し
て取得した値を移動平均して得られたものであることを特徴とする請求項３から６のいず
れか１項記載の位置ずれ判定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、試料台に対する試料体の位置ずれの有無を判定する位置ずれ判定方法および
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、試薬が配された反応セルに血液を滴下して試薬と血液とを反応させ、この試
薬と血液とからなる試料体の濃度変化を時系列的に測定してタイムコースデータを得、こ
のタイムコースデータに基づいて血液に含まれる化学成分を定量する装置が知られている
。このような装置には、グルコース定量用、カルシウム定量用等の各試薬を用いて血液中
に含まれるグルコースやカルシウム等の複数の成分を同時に定量するものが知られている
。例えば、互に異なる試料体が配された複数の反応セルを試料台上の周りに並べて載置し
、試料台の回転によりこれらの反応セルを回転させつつ位置固定された光学測定器で各試
料体の濃度変化を一定時間毎、例えば８秒毎に繰り返し測定してタイムコースデータを得
る装置も知られている。
【０００３】
　このように反応セルを円周上に回転させつつ試料体の濃度変化を繰り返し測定する装置
においては、試料台に対する試料体の位置ずれが生じることがある。繰り返し測定される
試料体の位置ずれは試料体の濃度変化の測定精度を低下させるため、取得されたタイムコ
ースデータが異常値を示す。
【０００４】
　このようなタイムコースデータの異常を判定する方式として、予め定められた時間内に
試料体の濃度が所定濃度に達しないと予想されるときに、タイムコースデータが異常であ
ると判定し、測定を途中で中止して再測定を行なう方式が知られている（特許文献１参照
）。
【特許文献１】特開平６－３４６３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、複数の試料体が載置された試料台の移動により各試料体を測定位置へ繰り返
し移送して各試料体を時系列的に測定する装置において生じるタイムコースデータの異常
は、殆どの場合、試料台に対する試料体の位置ずれが原因である。そのため、上記タイム
コースデータが異常か否かの判定を利用して、試料台に対する試料体の位置ずれの有無を
判定することが考えられる。
【０００６】
　しかしながら、試料台に対する試料体の位置ずれによって生じるタイムコースデータの
変動には、種々のパターンがあるため、予め定められた時間内に試料体の濃度が所定濃度
に達したか否かだけでタイムコースデータの異常を判定しようとすると、その異常を見逃
してしまうことがあり、正常なタイムコースデータと異常なタイムコースデータとを正確
に識別できないことがある。すなわちタイムコースデータを利用した試料台に対する試料
体の位置ずれ有無の判定を正確に行うことができないことがある。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、試料台に対する試料体の位置ずれの
有無を判定する信頼性を向上させることができる位置ずれ判定方法および装置を提供する
ことを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の位置ずれ判定方法は、複数の試料体が載置された試料台の移動により各
試料体を測定位置へ繰り返し移送して各試料体を時系列的に測定する際、試料台に対する
試料体の位置ずれの有無を判定する位置ずれ判定方法であって、試料体の呈色反応による
濃度変化を時系列的に測定して得られたタイムコースデータの値を近似する回帰曲線の近
似誤差の分布を示す標準偏差の値が予め定められた閾値よりも大きいときに、試料台に対
する試料体の位置ずれが有ると判定することを特徴とするものである。
【０００９】
　本発明の第２の位置ずれ判定方法は、複数の試料体が載置された試料台の移動により各
試料体を測定位置へ繰り返し移送して各試料体を時系列的に測定する際、試料台に対する
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試料体の位置ずれの有無を判定する位置ずれ判定方法であって、試料体の呈色反応による
濃度変化を時系列的に測定してタイムコースデータを取得している時間に対するタイムコ
ースデータの値が増加している時間または減少している時間の比率が予め定められた値の
範囲から外れたときに、試料台に対する試料体の位置ずれが有ると判定することを特徴と
するものである。
【００１０】
　本発明の第１の位置ずれ判定装置は、複数の試料体が載置された試料台の移動により各
試料体を測定位置へ繰り返し移送して各試料体を時系列的に測定する際、試料台に対する
試料体の位置ずれの有無を判定する位置ずれ判定装置であって、試料体の呈色反応による
濃度変化を時系列的に測定して得られたタイムコースデータを近似する回帰曲線を作成す
る回帰曲線作成手段と、回帰曲線の近似誤差の分布を示す標準偏差の値を取得する標準偏
差取得手段と、標準偏差の値と予め定められた閾値とを比較し、標準偏差の値が閾値より
も大きいときに、試料台に対する試料体の位置ずれが有ると判定しその判定結果を出力す
る標準偏差比較判定手段とを備えたことを特徴とするものである。
【００１１】
　発明の第２の位置ずれ判定装置は、複数の試料体が載置された試料台の移動により各試
料体を測定位置へ繰り返し移送して各試料体を時系列的に測定する際、試料台に対する試
料体の位置ずれの有無を判定する位置ずれ判定装置であって、試料体の呈色反応による濃
度変化を時系列的に測定してタイムコースデータを取得している時間に対する、タイムコ
ースデータの値が増加している時間または減少している時間の比率を取得する時間比率取
得手段と、前記比率と予め定められた値の範囲とを比較し、前記比率が予め定められた値
の範囲から外れたときに、試料台に対する試料体の位置ずれが有ると判定しその判定結果
を出力する時間比率比較判定手段とを備えたことを特徴とするものである。
【００１２】
　前記第２の位置ずれ判定装置は、タイムコースデータを近似する回帰曲線を作成する回
帰曲線作成手段と、回帰曲線の前記タイムコースデータに対する近似誤差の分布を示す標
準偏差を取得する標準偏差取得手段と、標準偏差の値と予め定められた閾値とを比較し、
標準偏差の値が前記閾値より大きいときにも試料台に対する試料体の位置ずれが有ると判
定しその判定結果を出力する標準偏差比較判定手段とをさらに備えたものとすることがで
きる。
【００１３】
　前記位置ずれ判定装置は、タイムコースデータの値の増減回数および増減順序を取得す
る増減取得手段と、取得された増減回数および増減順序と、予め定められた増減回数およ
び増減順序とを比較し、取得された増減回数および増減順序のいずれかが、予め定められ
た増減回数および増減順序とは異なるときにも試料台に対する試料体の位置ずれが有ると
判定しその判定結果を出力する増減比較判定手段とをさらに備えたものとすることができ
る。
【００１４】
　前記予め定められた増減回数は、互に異なる複数種類の回数とすることができる。
【００１５】
　なお、増減回数は、タイムコースデータの値が時系列順に増加する回数と減少する回数
とを合わせた回数である。
【００１６】
　また、増減順序は、タイムコースデータの値の増減の順序を示すものであり、タイムコ
ースデータの変動パターンが増加から始まるパターンであるか、あるいは減少からはじま
るパターンであるかを規定するものである。
【００１７】
　前記位置ずれ判定装置は、タイムコースデータをフーリエ変換して得たパワースペクト
ルの総パワーに対する所定周波数以上のパワーの比率を取得するパワー比率取得手段と、
パワーの比率と予め定められた閾値とを比較し、パワーの比率が予め定められた閾値より
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大きくなったときにも試料台に対する試料体の位置ずれが有ると判定しその判定結果を出
力するパワー比率比較判定手段とをさらに備えたものとすることができる。
【００１８】
　前記タイムコースデータは、試料体の呈色反応による濃度変化を時系列的に測定して取
得した値を移動平均して得られたものとすることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本願発明者は、呈色反応による試料体の濃度変化を正しく測定して得られたタイムコー
スデータが、変動の少ない滑らかな曲線、例えば、単調増加曲線や単調減少曲線、あるい
は単調増加後に単調減少する凸形状曲線や単調減少後に単調増加する凹形状曲線等に沿っ
たデータとなることに注目し、このようなタイムコースデータの特徴を利用して、試料台
に対する試料体の位置ずれの有無をより正確に判定することができるとの知見を得、かか
る知見に基づいて本発明に至ったものである。
【００２０】
　本発明の第１の位置ずれ判定方法および装置によれば、タイムコースデータを近似する
回帰曲線の近似誤差の分布を表す標準偏差の値が、予め定められた閾値よりも大きくなっ
たときにタイムコースデータが異常であると判定するようにしたので、試料台に対する試
料体の位置ずれの有無を判定する信頼性を向上させることができる。
【００２１】
　すなわち、正しく測定されたタイムコースデータの変動パターンは変動の少ない滑らか
な変動パターンとなるので、このデータを滑らかな曲線を表す関数（例えば２次関数等）
で回帰することにより、回帰曲線の近似誤差を小さくすることができる。これに対して、
正しく測定されなかった、すなわち試料台に対する試料体の位置ずれが生じたときに測定
された異常なタイムコースデータの変動パターンは多くの変動成分を含み滑らかな曲線に
沿ったものとはならないため、上記回帰関数で近似したときの近似誤差の大きさおよびバ
ラツキは大きくなる。
【００２２】
　したがって、正常なタイムコースデータについて求めた近似誤差の分布を示す標準偏差
の値と、異常なタイムコースデータについて求めた近似誤差の分布を示す標準偏差の値と
を区別することが可能であり、両者を区別するための閾値、すなわち標準偏差の値に関す
る閾値を予め設定することができる。これにより、タイムコースデータについて求めた標
準偏差が予め設定された閾値よりも大きくなったときに、このタイムコースデータを異常
なものと判定することができ、すなわち試料台に対する試料体の位置ずれが有ると判定す
ることができ、タイムコースデータ異常の見逃しを従来より少なくすることができるので
、試料台に対する試料体の位置ずれの有無の判定の信頼性を向上させることができる。
【００２３】
　本発明の第２の位置ずれ判定方法および装置によれば、タイムコースデータを取得して
いる時間に対するタイムコースデータの値が増加している時間または減少している時間の
比率が予め定められた比率の範囲から外れたときに、タイムコースデータが異常であると
判定するようにしたので、試料台に対する試料体の位置ずれの有無を判定する信頼性を向
上させることができる。
【００２４】
　すなわち、正しく測定されたタイムコースデータの変動パターンは、変動の少ない滑ら
かな曲線、例えば、単調増加曲線や単調減少曲線、あるいは単調増加後に１回だけ単調減
少する曲線や単調減少後に１回だけ単調増加する曲線に沿ったものとなり安定しているの
で、試料体の濃度変化を測定している全時間に対する試料体の濃度値の増加している時間
あるいは減少している時間の比率（以後、時間比率ともいう）は一定の範囲内に収まる。
これに対して、異常なタイムコースデータの変動パターンは多くの変動成分を含み安定し
ないので時間比率が一定の範囲内に収まらないことが多くなる。
【００２５】
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　したがって、正常なタイムコースデータに関する一定範囲内に収まる時間比率と、異常
なタイムコースデータに関する一定範囲内に収まらない時間比率との区別が可能であり、
両者を区別するための時間比率の範囲を予め設定することができる。これにより、入力さ
れたタイムコースデータの時間比率が予め設定された時間比率の範囲から外れたときにこ
のタイムコースデータを異常なものと判定することができ、タイムコースデータ異常の見
逃しを従来より少なくすることができるので、試料台に対する試料体の位置ずれの有無を
判定する信頼性を向上させることができる。
【００２６】
　また、第１の位置ずれ判定方式の手法と第２の位置ずれ判定方式の手法とを組合わせる
こともできる。すなわち、同一のタイムコースデータについて、第１の位置ずれ判定方式
および第２の位置ずれ判定方式のうちのいずれか１つがタイムコースデータ異常の判定を
下したときに、上記タイムコースデータが異常であると判定するように、両手法を組合わ
せれば、試料台に対する試料体の位置ずれの有無を判定する信頼性をより向上させること
ができる。
【００２７】
　また、位置ずれ判定装置を、タイムコースデータの値の増減回数および増減順序を取得
する増減取得手段と、取得された増減回数および増減順序と、予め定められた増減回数お
よび増減順序とを比較し、取得された増減回数および増減順序のいずれかが、予め定めら
れた増減回数および増減順序と異なるときにもタイムコースデータが異常であると判定し
その判定結果を出力する増減比較判定手段とをさらに備えたものとすれば、試料台に対す
る試料体の位置ずれの有無を判定する信頼性をさらに向上させることができる。
【００２８】
　すなわち、正しく測定されたタイムコースデータは変動の少ない滑らかな曲線、例えば
、単調増加曲線や単調減少曲線、あるいは単調増加後に１回だけ単調減少する曲線や単調
減少後に１回だけ単調増加する曲線に沿った変動パターンとなるので、タイムコースデー
タの値の増減回数および増減順序は一定の範囲内となる。これに対して、異常なタイムコ
ースデータの変動パターンは多くの変動成分を含み周期や増減順序が安定しないため増減
回数および増減順序が一定の範囲内に収まらないことが多くなる。
【００２９】
　したがって、正常なタイムコースデータに関する一定範囲内に収まる増減回数および増
減順序と、異常なタイムコースデータに関する一定範囲内に収まらない増減回数および増
減順序との区別が可能であり、両者を区別するための増減回数および増減順序を予め設定
することができる。これにより、入力されたタイムコースデータの増減回数および増減順
序のうちのいずれか１つが予め設定された増減回数および増減順序とは異なるときにこの
タイムコースデータを異常なものとして区別することができ、タイムコースデータ異常の
見逃しを従来よりさらに少なくすることができるので、試料台に対する試料体の位置ずれ
の有無を判定する信頼性をさらに向上させることができる。
【００３０】
　さらに、位置ずれ判定装置を、タイムコースデータをフーリエ変換して得たパワースペ
クトルの総パワーに対する所定周波数以上のパワーの比率を求めるパワー比率取得手段と
、この比率と予め定められた閾値とを比較し、その比率が予め定められた閾値より大きく
なったときにも前記タイムコースデータが異常であると判定しその判定結果を出力するパ
ワー比率比較判定手段とをさらに備えたものとすれば、試料台に対する試料体の位置ずれ
の有無を判定する信頼性をさらに向上させることができる。
【００３１】
　すなわち、正しく測定されたタイムコースデータの変動パターンは変動の少ない滑らか
なパターンとなるので、タイムコースデータをフーリエ変換して得たパワースペクトルは
、低周波側のパワーが大きく高周波側のパワーが小さいものとなる。これに対して、異常
なタイムコースデータは多くの変動成分を含むので滑らかな変動パターンとはならず、変
動の周期が短くなることが多いため、異常なタイムコースデータをフーリエ変換して得た
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パワースペクトルは、正常なタイムコースデータに比べ高周波側のパワーが大きいものと
なる。
【００３２】
　したがって、正常なタイムコースデータに関するパワースペクトルと異常なタイムコー
スデータに関するパワースペクトルとの区別が可能であり、パワー比率を求めるときの所
定周波数を適切に定めることにより両者をより正確に区別する閾値、すなわちパワー比率
に関する閾値を設定することができる。これにより、入力されたタイムコースデータに関
するパワー比率が設定された閾値よりも大きくなったときにこのタイムコースデータを異
常なものとして区別することができ、タイムコースデータ異常の見逃しを従来よりさらに
少なくすることができるので、試料台に対する試料体の位置ずれの有無を判定する信頼性
をさらに向上させることができる。
【００３３】
　タイムコースデータを、試料体の呈色反応による濃度変化を時系列的に測定して取得し
た値を移動平均して得られたものとすれば、試料台に対する試料体の位置ずれの有無を判
定する信頼性をさらに向上させることができる。すなわち、各処理に先立って、微少な雑
音除去のためのタイムコースデータの移動平均を実施することにより、試料台に対する試
料体の位置ずれの有無を判定する信頼性をさらに向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。図１は本発明の位置ずれ
判定方法を実施するための位置ずれ判定装置およびタイムコースデータを測定するタイム
コースデータ測定装置の概略構成を示す概念図、図２は位置ずれ判定方法を実施する位置
ずれ判定装置の詳細構成を示すブロック図である。
【００３５】
　図示の位置ずれ判定装置１００は、試料体の呈色反応によるこの試料体の濃度変化を時
系列的に測定して得られたタイムコースデータの異常を判定することにより、試料台に対
する試料体の位置ずれの有無を判定するものである。この試料体に対するタイムコースデ
ータの測定はタイムコースデータ測定装置２００によって行なわれる。
【００３６】
　タイムコースデータ測定装置２００は、反応セル２０５上に配された試薬上に血液が滴
下されてなる試料体２０１の呈色反応による濃度変化を時系列的に測定して得られた、各
時刻ｔ１、ｔ２、ｔ３・・・毎の試料体２０１の濃度を示す値Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３・・・を
得るものである。なお、反応セル２０５は試料台である回転円板２１０上に載置されて測
定に供される。ここで、時刻ｔ１のときに濃度の値Ｄ１となるデータをタイムコースデー
タＤｔ１（ｔ１、Ｄ１）、時刻ｔ２のときに値Ｄ２となるデータをタイムコースデータＤ
ｔ２（ｔ２、Ｄ２）、時刻ｔ３のときに値Ｄ３となるデータをタイムコースデータＤｔ３
（ｔ３、Ｄ３）とする。
【００３７】
　なお、タイムコースデータＤｔ３以降の時系列データについても上記と同様である。以
後、タイムコースデータＤｔ１（ｔ１、Ｄ１）、Ｄｔ２（ｔ２、Ｄ２）、Ｄｔ３（ｔ３、
Ｄ３）・・・を省略して、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・ともいう。
【００３８】
　位置ずれ判定装置１００およびタイムコースデータ測定装置２００等からなる測定シス
テムの全体の動作やその動作のタイミング等はコントローラ５００によって制御される。
【００３９】
　なお、上記タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・としては、タイムコース
データ測定装置２００で得られたタイムコースデータを移動平均して得られた移動平均済
みのタイムコースデータを採用することもできる。タイムコースデータに対する移動平均
の実施は、タイムコースデータ測定装置２００の側で行ってもよいし、位置ずれ判定装置
１００の側で行ってもよい。この移動平均を位置ずれ判定装置１００の側で実施する場合
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には、例えば、後述する回帰曲線作成部１２、時間比率取得部２２、増減取得部３２、お
よびパワー比率取得部４２等において、タイムコースデータを移動平均して移動平均済み
のタイムコースデータを得てから、回帰曲線を作成したり時間比率を取得したりすること
ができる。
【００４０】
　位置ずれ判定装置１００は、タイムコースデータ測定装置２００から入力されたタイム
コースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・を近似する回帰曲線Ｋ、例えば２次関数で表
される回帰曲線Ｋを作成する回帰曲線作成部１２と、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２
、Ｄｔ３・・・に対するこのタイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・を回帰し
た回帰曲線Ｋの近似誤差のバラツキ（分布）を示す標準偏差の値σｘを求める標準偏差取
得部１４と、標準偏差の値σｘと予め定められた値である閾値σｏとを比較し、標準偏差
の値σｘが閾値σｏよりも大きいときにタイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・
・が異常であると判定しその判定結果を出力する標準偏差比較判定部１６と、予め定めら
れた閾値σｏを記憶する標準偏差記憶部１８とからなる第１の異常判定部１０を備えてい
る。
【００４１】
　なお、第１の異常判定部１０は、タイムコースデータを２次関数で回帰する場合に限ら
ず、変動の少ない滑らかな曲線を表す関数であればどのような関数を用いてタイムコース
データを回帰するようにしてもよい。
【００４２】
　上記標準偏差取得部１４は、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・に対す
る回帰曲線Ｋの近似誤差εｔ１、εｔ２、εｔ３・・・を求め、近似誤差εｔ１、εｔ２
、εｔ３・・・の標準偏差の値σｘを求める。
【００４３】
　なお、標準偏差記憶部１８に予め記憶されている閾値σｏは、正常に行われた測定で得
られた正常なタイムコースデータと、正常に行われなかった測定で得られた異常なタイム
コースデータとを区別するように定められたものである。
【００４４】
　すなわち、正常なタイムコースデータは、２次曲線等の変動が少なく滑らかな曲線で正
確に近似できることが予め知られているので、正常なタイムコースデータを回帰する回帰
曲線のこのタイムコースデータに対する近似誤差の標準偏差の値が所定値より大きくなる
ことは殆どないので、この所定値を閾値σｏとして定めることができる。このようにして
定められた閾値σｏが標準偏差記憶部１８へ入力され記憶される。
【００４５】
　標準偏差比較判定部１６は、標準偏差取得部１４から入力されたタイムコースデータＤ
ｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・を回帰する回帰曲線のこのタイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ
２、Ｄｔ３・・・に対する近似誤差の標準偏差の値σｘと記憶部３６に記憶されている閾
値σｏとを比較し、標準偏差の値σｘが閾値σｏよりも大きくなったときにタイムコース
データ異常であると判定し、すなわち、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０１
の位置ずれが有ると判定し、その位置ずれが生じたことを示す信号Ｓａを出力する。
【００４６】
　ここで、標準偏差の値σｘが閾値σｏよりも大きくならないときにタイムコースデータ
異常であるとは判定されず、すなわち、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０１
の位置ずれが有るとは判定されず、位置ずれが生じたことを示す信号Ｓａは出力されない
。
【００４７】
　位置ずれ判定装置１００は、警告器９０を備えており、標準偏差比較判定部１６から出
力された信号Ｓａは警告器９０に入力され、この警告器９０が試料台に対する試料体の位
置ずれを音声や表示によって警告する。
【００４８】
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　また、この位置ずれ判定装置１００は、上記第１の異常判定部１０の他に、第２の異常
判定部２０、第３の異常判定部３０、および第４の異常判定部４０をも備えている。
【００４９】
　第２の異常判定部２０は、タイムコースデータを取得している時間に対する、タイムコ
ースデータの値が増加している時間または減少している時間の比率に基づいたタイムコー
スデータ異常の判定により、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０１の位置ずれ
の有無を判定しその判定結果を出力するための構成要素、すなわち時間比率取得部２２、
時間比率比較判定部２４、および時間比率記憶部２６等を備えている。
【００５０】
　第３の異常判定部３０は、タイムコースデータの値の増減回数および増減順序に基づい
たタイムコースデータ異常の判定により、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０
１の位置ずれの有無を判定しその判定結果を出力するための構成要素、すなわち増減取得
部３２、増減比較判定部３４、および増減記憶部３４等を備えている。
【００５１】
　第４の異常判定部４０は、タイムコースデータをフーリエ変換して得たパワースペクト
ルに基づいタイムコースデータ異常の判定により、回転円板２１０（試料台）に対する試
料体２０１の位置ずれの有無を判定しその判定結果を出力するための構成要素、すなわち
パワー比率取得部４２、パワー比率比較判定部４４、およびパワー比率記憶部４６等を備
えている。
【００５２】
　以下、上記第２の異常判定部、第３の異常判定部、および第４の異常判定部について説
明する。
【００５３】
　第２の異常判定部２０に関し、時間比率取得部２２は、タイムコースデータを取得して
いる全時間Ｔｗに対する、タイムコースデータの値が増加している時間Ｔｉまたは減少し
ている時間Ｔｄの時間比率Ｒｔｘ（Ｒｔｘ＝Ｔｉ/ＴｗまたはＲｔｘ＝Ｔｄ/Ｔｗ）を取得
する。時間比率比較判定部２４は、取得された時間比率Ｒｔｘが、時間比率記憶部２６に
記憶された時間比率の範囲Ｒｔｏから外れているときに、タイムコースデータ異常である
と判定し、すなわち、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０１の位置ずれが有る
と判定し、その位置ずれが生じたことを示す信号Ｓｂを出力する。
【００５４】
　ここで、取得された時間比率Ｒｔｘが、時間比率記憶部２６に記憶された時間比率の範
囲Ｒｔｏから外れていないときには、タイムコースデータ異常であるとは判定されず、す
なわち、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０１の位置ずれが有るとは判定され
ず、その位置ずれが生じたことを示す信号Ｓｂは出力されない。
【００５５】
　なお、タイムコースデータの値が増加している時間Ｔｉまたは減少している時間Ｔｄは
、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・の微分値（差分値）を用いて取得す
るようにしてもよい。
【００５６】
　予め定められた時間比率記憶部２６に記憶されている時間比率の範囲Ｒｔｏは、正常に
行われた測定で得られた正常なタイムコースデータと、正常に行われなかった測定で得ら
れた異常なタイムコースデータとを区別するように定められたものである。
【００５７】
　すなわち、正常なタイムコースデータの時系列的な値の変化は安定しており、このタイ
ムコースデータを取得している全時間に対する、タイムコースデータの値が増加している
時間または減少している時間の比率が所定範囲から外れることは殆どないので、この所定
範囲を時間比率の範囲Ｒｔｏとして定めることができる。このようにして定められた時間
比率の範囲Ｒｔｏが時間比率記憶部２６へ入力され記憶される。
【００５８】
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　また、第３の異常判定部３０に関し、増減取得部３２は、タイムコースデータの値の増
減回数および増減順序を取得する。増減比較判定部３４は、タイムコースデータＤｔ１、
Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・の値、すなわち試料体２０１の濃度を示す値Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３・・
・の増減回数および増減順序が入力され、増減回数Ｎｘおよび増減順序Ｐｘのいずれかが
、増減記憶部３６に記憶された予め定められた増減回数Ｎｏまたは増減順序Ｐｏとは異な
るときに、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・が異常であると判定し、す
なわち、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０１の位置ずれが有ると判定し、そ
の位置ずれが生じたことを示す信号Ｓｃを出力する。
【００５９】
　ここで、増減回数Ｎｘおよび増減順序Ｐｘの両方が、増減記憶部３６に記憶された予め
定められた増減回数Ｎｏおよび増減順序Ｐｏと一致するときには、タイムコースデータＤ
ｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・が異常であるとは判定されず、すなわち、回転円板２１０（
試料台）に対する試料体２０１の位置ずれが有るとは判定されず、その位置ずれが生じた
ことを示す信号Ｓｃは出力されない。
【００６０】
　増減回数Ｎｘおよび増減順序Ｐｘは、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・
・の微分値（差分値）を用いて取得するようにしてもよい。
【００６１】
　なお、増減記憶部３６に記憶されている予め定められた増減回数Ｎｏおよび増減順序Ｐ
ｏは、正常に行われた測定で得られた正常なタイムコースデータと、正常に行われなかっ
た測定で得られた異常なタイムコースデータとを区別するように定められたものである。
【００６２】
　すなわち、正常なタイムコースデータの時系列的な値の変化は安定しており、このタイ
ムコースデータの値の増減回数および増減順序が所定の増減回数および増減順序と異なる
ことは殆どないので、この所定の増減回数および増減順序を予め定められた増減回数Ｎｏ
および増減順序Ｐｏとして定めることができる。このようにして定められた増減回数Ｎｏ
および増減順序Ｐｏが増減記憶部３６へ入力され記憶される。
【００６３】
　なお、予め定められた増減回数Ｎｏは互に異なる２つ以上の回数を組合わせたものであ
ってもよい。
【００６４】
　さらに、上記第４の異常判定部４０に関し、パワー比率取得部４２は、タイムコースデ
ータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・をフーリエ変換して得たパワースペクトルの総パワー
Ｐｗに対する所定周波数ｆｏ以上のパワーＰｆの比率であるパワー比率Ｒｐｘ（Ｒｐｘ＝
Ｐｆ／Ｐｗ）を求める。パワー比率比較判定部４４は、求められたパワー比率Ｒｐｘがパ
ワー比率記憶部４６に予め記憶された閾値Ｒｐｏよりも大きくなったときに、タイムコー
スデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・が異常であると判定し、すなわち、回転円板２１
０（試料台）に対する試料体２０１の位置ずれが有ると判定し、その位置ずれが生じたこ
とを示す信号Ｓｄを出力する。
【００６５】
　ここで、求められたパワー比率Ｒｐｘがパワー比率記憶部４６に予め記憶された閾値Ｒ
ｐｏよりも大きくならないときには、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・
が異常であるとは判定されず、すなわち、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０
１の位置ずれが有るとは判定されず、その位置ずれが生じたことを示す信号Ｓｄは出力さ
れない。
【００６６】
　なお、パワー比率記憶部４６に記憶されている予め定められた閾値Ｒｐｏは、正常に行
われた測定で得られた正常なタイムコースデータと、正常に行われなかった測定で得られ
た異常なタイムコースデータとを区別するように定められたものである。
【００６７】
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　すなわち、正常なタイムコースデータの時系列的な値の変化は変動が少なく滑らかなの
で、正常な測定で得られたタイムコースデータについて、このタイムコースデータをフー
リエ変換して得たパワースペクトルの総パワーに対する所定の低い周波数ｆｏ以上におけ
るパワーの比率の値が所定値より大きくなることは殆どないので、この所定値を予め定め
られた閾値Ｒｐｏとして定めることができる。このようにして定められた閾値Ｒｐｏがパ
ワー比率記憶部４６へ入力され記憶される。
【００６８】
　上記第１から第４の異常判定部に関し回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０１
の位置ずれが生じたことを示す信号Ｓａ，Ｓｂ、Ｓｃ、Ｓｄのうちのいずれかが出力され
ると、この信号が警告器９０に入力され、この警告器９０が回転円板２１０（試料台）に
対する試料体２０１の位置ずれが生じたことを音声や表示によって警告する。
【００６９】
　なお、警告器９０からコントローラ５００に対してタイムコースデータを再測定する命
令ＳＳを出力し、命令ＳＳを入力したコントローラ５００の制御によりタイムコースデー
タ異常が生じた測定について再測定が実施されるようにしてもよい。
【００７０】
　次に、タイムコースデータ測定装置２００について説明する。タイムコースデータ測定
装置２００は、回転モータ２５０によって駆動される回転軸２６０と、回転軸２６０に支
持されている回転円板２１０と、回転円板２１０上の円周方向に等間隔で並べられた４つ
の反応セル２０５と、各反応セル２０５上に配された試薬と血液とからなる各試料体２０
１と、各試料体２０１の濃度変化を測定するための位置固定された光学測定器２２０とを
備えている。
【００７１】
　各反応セル２０５には、グルコース定量用、カルシウム定量用等の互に異なる試薬が予
め配されており、試薬が配された反応セル２０５それぞれに血液を分注した後、各反応セ
ル２０５での試薬と血液とからなる試料体２０１の濃度変化が一定時間毎、例えば８秒毎
に繰り返し光学測定器２２０によって測定される。
【００７２】
　すなわち、回転円板２１０の回転により、光学測定器２２０の測定対象範囲２２０Ｓに
反応セル２０５が２秒毎に移送されて各反応セル２０５上の試料体２０１の濃度変化が光
学測定器２２０によって測定される。
【００７３】
　ここで、例えば、グルコース定量用の試薬の配された反応セル２０５ａに注目すると、
この反応セル２０５ａは、回転モータ２５０による回転円板２１０の回転駆動によって光
学測定器２２０の測定対象範囲２２０Ｓに８秒毎に移送されて反応セル２０５ａ上の試料
体２０１ａの濃度変化が断続的に（８秒毎に）光学測定器２２０によって測定される。上
記８秒毎に測定されるタイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・それぞれは、同
一試料体、例えば反応セル２０５ａ上の試料体２０１ａの濃度を８秒毎に測定して得られ
たデータである。
【００７４】
　このように、タイムコースデータ測定装置２００は、４種類の反応セル２０５それぞれ
に配された４種類の試料体２０１それぞれについてタイムコースデータを略同時に測定す
ることができる。
【００７５】
　以下、略同時に測定される４種類の試料体のうちの１種類の試料体の測定に注目して位
置ずれ判定装置１００およびタイムコースデータ測定装置２００の作用を説明する。
【００７６】
　はじめに、タイムコースデータ測定装置２００において、回転軸２６０を間に挟んで光
学測定器２２０の測定対象範囲２２０Ｓとは反対側（１８０度位相がずれた位置）に位置
する反応セル２０５ａ上に配された乾燥状態の試薬２０２ａに対して、液体である血液２
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０３ａが分注され（すなわち、血液２０３ａが試薬２０２ａ上に点着され）、試薬２０２
ａと血液２０３ａとからなる試料体２０１ａの反応が始まる。その後、回転円板２１０の
回転により、その時点から４秒後にこの反応セル２０５ａが光学測定器２２０の測定対象
範囲２２０Ｓに移送され、試料体２０１ａに対する第１回目の濃度測定が光学測定器２２
０によって実行される。この第１回目の測定は時刻ｔ１に実施され試料体２０１ａの濃度
を示す値Ｄ１が得られる。すなわち、タイムコースデータＤｔ１（ｔ１、Ｄ１）が得られ
る。
【００７７】
　なお、光学測定器２２０は、試料体２０１の濃度値を測定するための光源２２０Ｌと受
光部２２０Ｊとを有している。光源２２０Ｌは、照明光Ｌｓを射出して回転円板２１０上
に配置された透明な反応セル２０５に配された試料体２０１を下方から照明する。ここで
、反応セル２０５の中央に配されている試料体２０１に対応する回転円板２１０中の領域
には開口２１０Ｅが形成されており、照明光Ｌｓはこの開口２１０Ｅを通して試料体２０
１へ入射する。
【００７８】
　受光部２２０Ｊはこの光源２２０Ｌから射出され反応セル２０５を通って試料体２０１
で反射され再び反応セル２０５を通って下方へ向けて射出された反射光Ｌｈを受光し光電
変換する。光学測定器２２０は、受光部２２０Ｊで光電変換された電気的な信号を試料体
２０１の濃度を示す値に変換して、試料体２０１の濃度を測定したときの時刻と測定され
た濃度値とを示すタイムコースデータを順次出力する。
【００７９】
　なお、このように光学測定器を反射タイプのものとする場合に限らず、透明な反応セル
２０５の下方に配された光源から射出された照明光を反応セル２０５へ入射させ、この反
応セル２０５および試料体２０１を透過してこの試料体２０１から上方へ向けて射出され
た透過光を受光部で受光するようにしてもよい。そのような場合には、反応セル２０５を
間に挟んで光源と受光部とが対向配置される。
【００８０】
　その後、回転円板２１０が１回転する毎に、すなわち８秒毎に、光学測定器２２０によ
る試料体２０１ａの濃度測定が実行されタイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・
・が得られる。
【００８１】
　上記のようにして得られたタイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・は、逐次
、位置ずれ判定装置１００およびデータ分析部２８０へ出力される。
【００８２】
　なお、データ分析部２８０は、位置ずれ判定装置１００が備えるものとしてもよいし、
タイムコースデータ測定装置２００が備えるものとしてもよい。さらに、データ分析部２
８０は、位置ずれ判定装置１００やタイムコースデータ測定装置２００とは別に設けられ
たものとしてもよい。
【００８３】
　データ分析部２８０は、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・を分析して
試料体２０１ａに含まれる血液２０３ａ中のブドウ糖を定量する。データ分析部２８０で
のブドウ糖の定量結果は表示部２８５に表示される。
【００８４】
　一方、位置ずれ判定装置１００へ入力されたタイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ
３・・・は、位置ずれ判定装置１００を構成する第１の異常判定部１０、第２の異常判定
部２０、第３の異常判定部３０、および第４の異常判定部４０それぞれに逐次入力される
。
【００８５】
　タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・が入力された第１の異常判定部１０
では、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・について得られた標準偏差の値
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σｘと予め定められた閾値σｏとを比較し、タイムコースデータ異常と判定されたときに
、回転円板２１０（試料台）に対する試料体２０１の位置ずれが生じたこと（以後、省略
して「試料体の位置ずれが生じたこと」ともいう）を示す信号Ｓａを出力する。
【００８６】
　タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・が入力された第２の異常判定部２０
では、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・について得られた時間比率Ｒｔ
ｘと予め定められた時間比率の範囲Ｒｔｏとを比較し、タイムコースデータ異常と判定さ
れたときに試料体の位置ずれが生じたことを示す信号Ｓｂを出力する。
【００８７】
　タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・が入力された第３の異常判定部３０
では、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・について得られた増減回数Ｎｘ
および増減順序Ｐｘと予め定められた増減回数Ｎｏおよび増減順序Ｐｏとを比較し、タイ
ムコースデータ異常と判定されたときに試料体の位置ずれが生じたことを示す信号Ｓｃを
出力する。
【００８８】
　タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・が入力された第４の異常判定部４０
では、タイムコースデータＤｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・について得られたパワー比率Ｒ
ｐｘと予め定められた閾値Ｒｐｏとを比較し、タイムコースデータ異常と判定されたとき
に試料体の位置ずれが生じたことを示す信号Ｓｄを出力する。
【００８９】
　第１から第４の４種類の異常判定部うちのいずれか１つから、試料体の位置ずれが生じ
たことを示す信号が出力されると、その信号が警告器９０に入力されこの警告器９０が試
料体の位置ずれが生じたことを警告したり、コントローラ５００に対してタイムコースデ
ータの再測定を要求したりする。
【００９０】
　以下、測定されたタイムコースデータの異常を第１から第４の４種類の異常判定部を用
いて判定する場合について具体的に説明する。
【００９１】
　図３から図６それぞれは、縦軸に試料体の濃度値Ｏｂ（オプティカルデンシティ）、横
軸に時間ｔを示す座標（ｔ-Ｏｂ座標）上に正常なタイムコースデータと比較用のタイム
コースデータとを示す図である。
【００９２】
　図３から図６それぞれにおいて、正しく測定された正常なタイムコースデータをＡｔ１
、Ａｔ２、Ａｔ３・・・の符号で示し、比較用のタイムコースデータをＺｔ１、Ｚｔ２、
Ｚｔ３・・・の符号で示す。なお、図３から図６では種々のパターンからなる正常なタイ
ムコースデータを共通の符号Ａｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・で示すとともに、種々のパタ
ーンからなる比較用のタイムコースデータも共通の符号Ｚｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・で
示す。
【００９３】
　図３は、濃度値が単調増加する正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・
・と、濃度値が単調増加するが、測定の途中で濃度値が不連続に増加方向へシフトする比
較用のタイムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・を示すものである。ここで、タ
イムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・は、変動が少なく滑らかな変化を示すデ
ータではない。
【００９４】
　これらのタイムコースデータが、第１の異常判定部１０に入力された場合について説明
する。なお、第１の異常判定部１０は、タイムコースデータを２次関数で近似して得られ
た回帰曲線のこのタイムコースデータに対する近似誤差についての標準偏差の値を用いて
タイムコースデータ異常を判定するものである。
【００９５】
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　正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・を２次関数で近似した回帰曲
線Ｋａの通る軌跡は、タイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・に対し略一致す
る。したがって、タイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・に対する回帰曲線Ｋ
ａの近似誤差εａのバラツキを示す標準偏差の値σｘは極めて小さな値となる。すなわち
、予め定められた閾値σｏは極めて小さな値に設定されている。
【００９６】
　一方、比較用のタイムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・を２次関数で近似し
た回帰曲線Ｋｚの通る軌跡は、タイムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・から大
きく外れている。すなわち、２次関数では、濃度値が不連続に増加方向にシフトしている
データに追従しきれず、近似誤差の大きさおよびバラツキが大きくなる。
【００９７】
　したがって、タイムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・に対する回帰曲線Ｋｚ
の近似誤差εｚのバラツキを示す標準偏差の値σｘは大きな値となる。したがって、タイ
ムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・について求めた標準偏差の値σｘは予め定
められた閾値σｏよりも大きくなるので、タイムコースデータ異常と判定される。
【００９８】
　図４は、測定開始直後に濃度値が一旦減少した後、単調増加する正常なタイムコースデ
ータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・と、測定開始直後に濃度値が一旦減少した後、全体的
には濃度値が増加するが、測定の途中で濃度値が減少する比較用のタイムコースデータＺ
ｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・を上記ｔ-Ｏｂ座標上に示すものである。ここで、タイムコ
ースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・は、変動が少なく滑らかな変化を示すデータで
はない。
【００９９】
　これらのタイムコースデータが、第２の異常判定部２０に入力された場合について説明
する。この第２の異常判定部２０は、タイムコースデータを取得している時間に対するタ
イムコースデータの値が増加している時間または減少している時間の比率に基づいたタイ
ムコースデータ異常の判定により、試料体の位置ずれの有無を判定するものである。
【０１００】
　なお、タイムコースデータは、ここでは同じ時間間隔を置いて１５回測定されるものと
する。
【０１０１】
　図４に示すように、正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・は１５回
の測定のうち、始めの２回だけタイムコースデータの値が減少し、その後、タイムコース
データの値は増加を続ける。したがって、タイムコースデータを取得している時間に対す
る、タイムコースデータの値が減少している時間比率Ｒｔｘは、Ｒｔｘ＝２／１４となる
。
【０１０２】
　一方、比較用のタイムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・は、１５回の測定の
うち、始めの２回タイムコースデータの値が減少し、その後、３回タイムコースデータの
値が減少している。したがって、タイムコースデータを取得している時間に対する、タイ
ムコースデータの値が減少している時間比率Ｒｔｘは、Ｒｔｘ＝５／１４となる。
【０１０３】
　ここで、予め定められた時間比率の範囲Ｒｔｏが、例えば、１／１４≦Ｒｔｏ≦３／１
４と設定されているとすれば、正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・
についての時間比率Ｒｔｘ（Ｒｔｘ＝２／１４）は予め定められた範囲Ｒｔｏ内に入るの
でタイムコース異常と判定されることはない。これに対して、比較用のタイムコースデー
タについての時間比率Ｒｔｘ（Ｒｔｘ＝５／１４）は、予め定められた範囲Ｒｔｏから外
れているので、タイムコースデータ異常と判定される。
【０１０４】
　図５は、測定開始後直後から濃度値が単調増加し、その後、測定の最後に濃度値が減少



(15) JP 4925124 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

する正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・と、測定開始直後に濃度値
が一旦減少した後、単調増加し、最後に濃度値が減少する比較用のタイムコースデータＺ
ｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・を上記ｔ-Ｏｂ座標上に示すものである。ここで、タイムコ
ースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・は、変動が少なく滑らかな変化を示すデータで
はない。
【０１０５】
　これらのタイムコースデータが、第３の異常判定部３０に入力された場合について説明
する。第３の異常判定部３０は、タイムコースデータの値の増減回数および増減順序に基
づいたタイムコースデータ異常の判定により、試料体の位置ずれの有無を判定するもので
ある。
【０１０６】
　図５に示すように、正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・の値の増
減回数Ｎｘは、このデータの値が増加後、減少するので２回（Ｎｘ＝２）である。また、
増減順序Ｐｘは、このデータの変動パターンが増加から始まるパターンであるのでＰｘ＝
＋１とする。なお、タイムコースデータの変動パターンが減少から始まるパターンである
場合にはＰｘ＝－１とする。
【０１０７】
　一方、比較用のタイムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・の値の増減回数Ｎｘ
は、このデータの値が減少後、増加し、さらに減少するので３回（Ｎｘ＝３）である。ま
た、増減順序Ｐｘは、このデータの変動パターンが減少から始まるパターンであるのでＰ
ｘ＝－１とする。
【０１０８】
　ここで、予め定められた増減回数Ｎｏが２回（Ｎｏ＝２）、増減順序値Ｐｏが増加ら始
まるパターンであるのでＰｏ＝＋１に設定されているとすれば、比較用のタイムコースデ
ータについての増減回数Ｎｘ（Ｎｘ＝３）は、予め定められた増減回数Ｎｏ（Ｎｏ＝２）
とは異なる。また、比較用のタイムコースデータについての増減順序Ｐｘ（Ｐｘ＝－１）
も、予め定められた増減順序Ｐｏ（Ｐｏ＝＋１）とは異なる。上記比較用のタイムコース
データは、求められた増減回数および増減順序のいずれかが、予め定められた増減回数お
よび増減順序とは異なるのでタイムコースデータ異常と判定される。
【０１０９】
　なお、正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・の増減回数Ｎｘと増減
順序Ｐｘは、予め定められた増減回数Ｎｏおよび増減順序値Ｐｏと両方共に一致するので
タイムコースデータ異常と判定されることはない。
【０１１０】
　図６は、測定開始直後に濃度値が一旦増加し、その後単調減少する正常なタイムコース
データＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・と、測定開始直後に濃度値が一旦増加し、その後単
調減少に転じた後、濃度値の増減を繰り返すタイムコースデータであって、全体的には上
記正常なタイムコースデータに沿った濃度値の変動を示す比較用のタイムコースデータＺ
ｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・を上記ｔ-Ｏｂ座標上に示すものである。ここで、タイムコ
ースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・は、変動が少なく滑らかな変化を示すデータで
はない。
【０１１１】
　図７は、縦軸にパワー、横軸に周波数を示す座標上に正常なタイムコースデータおよび
比較用のタイムコースデータそれぞれをフーリエ変換して得たパワースペクトルを示す図
である。図７（ａ）は正常なタイムコースデータのパワースペクトルを示す図、図７（ｂ
）は比較用のタイムコースデータのパワースペクトルを示す図である。
【０１１２】
　このようなタイムコースデータが、第４の異常判定部４０に入力された場合について説
明する。第４の異常判定部４０は、タイムコースデータをフーリエ変換して得たパワース
ペクトルに基づいたタイムコースデータ異常の判定により、試料体の位置ずれの有無を判
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定するものである。
【０１１３】
　正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・をフーリエ変換して得たパワ
ースペクトルの総パワーに対する所定周波数ｆｏ以上のパワーの比率であるパワー比率Ｒ
ｐｘは、０．０５である（図７参照）。
【０１１４】
　一方、比較用のタイムコースデータＺｔ１、Ｚｔ２、Ｚｔ３・・・をフーリエ変換して
得たパワースペクトルの総パワーに対する所定周波数ｆｏ以上のパワーの比率であるパワ
ー比率Ｒｐｘは、０．２５である（図７参照）。
【０１１５】
　ここで、例えば、予め定められた閾値Ｒｐｏの値が０．１に設定されているとすれば、
比較用のタイムコースデータのパワー比率Ｒｐｘ（Ｒｐｘ＝０．２５）は予め定められた
閾値Ｒｐｏ（Ｒｐｏ＝０．１）より大きくなるのでタイムコースデータ異常と判定される
。
【０１１６】
　なお、正常なタイムコースデータＡｔ１、Ａｔ２、Ａｔ３・・・に関するパワー比率Ｒ
ｐｘの大きさは（Ｒｐｘ＝０．０５）は予め定められた閾値Ｒｐｏの大きさ（Ｒｐｏ＝０
．１）以下なのでタイムコースデータ異常と判定されることはない。
【０１１７】
　なお、位置ずれ判定装置は、第１から第４の４種類の異常判定部を全て備える必要はな
く、第１から第４の異常判定部のうちのいずれか１つを単独で備えたものとしてもよい。
また、位置ずれ判定装置は、第１から第４の４種類の異常判定部のうちの２種類以上を組
み合わせたものとしてもよい。
【０１１８】
　ここで、位置ずれ判定装置は、第１の異常判定部１０と、第２の異常判定部２０、第３
の異常判定部３０、および第４の異常判定部４０のうちの１つ以上とを組合わせて構成し
たものとしてもよい。
【０１１９】
　また、位置ずれ判定装置は、第２の異常判定部２０と、第１の異常判定部１０、第３の
異常判定部３０、および第４の異常判定部４０のうちの１つ以上とを組合わせて構成した
ものとしてもよい。
【０１２０】
　さらに、本発明の位置ずれ判定方法および装置は、入力されたタイムコースデータを、
第１から第４の４種類の異常判定部で順番に判定し、試料体の位置ずれが有るという判定
結果が出力された時点で、試料体の位置ずれ有無の判定を終了するようにしてもよい。こ
こで、コントローラ５００が、第１から第４の４種類の異常判定部によるシーケンシャル
な判定の動作を制御する。これとともに、試料体の位置ずれ有無の判定出力が直接または
警告器９０を介してコントローラ５００へ入力されるようにし、コントローラ５００が位
置ずれ判定装置を制御して試料体の位置ずれ有無の判定を終了させるようにする。そのよ
うにすることにより、第１から第４の異常判定部における動作の負担を軽減することがで
きる。
【０１２１】
　上記判定の順番はどのような順番であってもよいが、例えば、第３の異常判定部３０、
第１の異常判定部１０、第２の異常判定部２０、第４の異常判定部４０の順番としたり、
第１の異常判定部１０、第２の異常判定部２０、第３の異常判定部３０、第４の異常判定
部４０の順番等とすることができる。
【０１２２】
　本発明の位置ずれ判定方法および装置は、入力されたタイムコースデータを、第１から
第４の４種類の異常判定部で同時に判定し、いずれかの異常判定部から試料体の位置ずれ
が有るという判定が出力された時点で、試料体の位置ずれの有無に関する判定を終了する
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ようにしてもよい。ここで、試料体の位置ずれ有無の判定出力が直接また警告器９０を介
してコントローラ５００へ入力されるようにし、この入力によりコントローラ５００が位
置ずれ判定装置を制御して試料体の位置ずれ有無の判定を終了させるようにすることがで
きる。そのようにすることにより、第１から第４の異常判定部の負担を軽減することがで
きる。
【０１２３】
　なお、上記タイムコースデータ異常を判定する手法は、試料体の濃度を断続的に（例え
ば８秒毎に）測定するときに適用する場合に限らず、試料体の濃度を連続的に測定する場
合にも適用することができる。
【０１２４】
　本発明は、正常に測定されなかった異常なタイムコースデータの全てを、タイムコース
データ異常として判定することを可能とするのではなく、タイムコースデータ異常と判定
されなかったタイムコースデータ中にも正常に測定されなかった異常なタイムコースデー
タを含むことがある。すなわち、異常なタイムコースデータではあるが、そのタイムコー
スデータが異常とは判定されないこともある。しかしながら、本発明を適用することによ
り、正常なタイムコースデータを異常と判定する誤りを生じさせないようにしながらタイ
ムコースデータ異常の見逃しを少なくすることができ、これにより、試料台に対する試料
体の位置ずれの有無を判定する信頼性を向上させることができる。
【０１２５】
　上述の実施の形態においては、位置ずれ判定装置により、反応セル２０５上に配された
試料体２０１を測定して得たタイムコースデータに基づいて、回転円板２１０（試料台）
に対する試料体２０１の位置ずれの有無、すなわち、回転円板２１０に対する試料体２０
１が密着している反応セル２０５の位置ずれの有無を判定する場合について説明した。こ
こでは、実際に成分を定量する対象となる被検物と、回転円板２１０に対する反応セル２
０５の位置ずれの有無を判定するための試料体とが一致する場合について説明したがその
ような場合に限らない。例えば、実際に成分を定量する対象となる被検物と、回転円板２
１０に対する反応セル２０５の位置ずれの有無を判定するための試料体とを、反応セル２
０５上の互に異なる位置に個別に配して、被検物の成分を定量する測定を実施するととも
に、試料体を用いた上記位置ずれの有無の判定を行うようにしてもよい。
【０１２６】
　以下、タイムコースデータの異常を判定する場合について、図８、図９に示すフローチ
ャートを参照して説明する。図８は、タイムコース・データが正常であるか異常であるか
を判定するための判定方法-１～判定方法-4についてのフローチャートを示す図、図９は
、判定方法-１～判定方法-4を組み合わせて、タイムコース・データの正常終了、異常終
了を判定する判定方法-5のフローチャートを示す図である。
【０１２７】
　なお、タイムコース・データ（離散的）を時系列に下記のように記述する。
【０１２８】
　タイムコース・データ：Ｄ（ｔ）　　ｔ＝0～Ｎ
　ただし、ｔはデータ番号
＜判定方法-１＞　　　 
　タイムコースのパターンを、増加、減少、凸、凹、に分類し、正しいタイムコースのパ
ターンでない場合は、タイムコース異常と判断する方法（図８参照）。なお、後述の符号
Ａｏ～Ａ６は、図８に示すフローチャート中の符号に対応するものです。
【０１２９】
〔Ａｏ〕：開始。
【０１３０】
〔Ａ１〕：測定項目を特定する。
【０１３１】
〔Ａ２〕：当該測定項目の正常なタイムコース・パターンを記憶領域から取り出す（増加
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、減少、凸、凹、に分類）。
【０１３２】
〔Ａ３〕：タイムコース・データを時系列で、初期、中期、後期と分ける。
【０１３３】
〔Ａ４〕：初期、中期、後期の代表データ（平均値、等）を求める（初期平均値＝Ｄ0、
中期平均値＝Ｄ1、後期平均値＝Ｄ2とする）。
【０１３４】
〔Ａ５〕：もし、Ｄ0＜Ｄ1＜Ｄ2、であれば、「増加」パターンと推定する。
【０１３５】
　もし、Ｄ0＞Ｄ1＞Ｄ2、であれば、「減少」パターンと推定する。
【０１３６】
　もし、Ｄ0＜Ｄ1＞Ｄ2、であれば、「凸」パターンと推定する。
【０１３７】
　もし、Ｄ0＞Ｄ1＜Ｄ2、であれば、「凹」パターンと推定する。
【０１３８】
〔Ａ６〕：推定結果が正常なタイムコース・パターンと一致すれば正常と判断し、一致し
なければ異常と判断する。
【０１３９】
＜判定方法-2＞
　タイムコース微分に於いて、増加区間数および減少区間数をカウントし、増加パターン
のタイムコースでは、減少区間が閾値以上である場合にタイムコース異常と判断し、 　
　　 減少パターンのタイムコースでは、増加区間が閾値以上である場合にタイムコース
異常と判断する判定方法（図８参照）。なお、後述の符号Ｂｏ～Ｂ５は、図８に示すフロ
ーチャート中の符号に対応するものです。
【０１４０】
〔Ｂｏ〕：開始。
【０１４１】
〔Ｂ１〕：測定項目を特定する。
【０１４２】
〔Ｂ２〕：当該測定項目の正常なタイムコース・パターンと閾値（Ｐｔ）を記憶領域から
取り出す（増加、減少、に分類）。
【０１４３】
〔Ｂ３〕：微分（差分）計算を行う。
【０１４４】
　　　　ΔＤ（ｔ）＝Ｄ（ｔ）－Ｄ（ｔ－１）　　ｔ＝1～Ｎ
〔Ｂ４〕：もし、当該測定項目の正常なタイムコース・パターンが「増加」ならば、ΔＤ
（ｔ）＞0、であるデータ数をカウントし、増加区間数（Ｐｉ）とする。
【０１４５】
　もし、当該測定項目の正常なタイムコース・パターンが「減少」ならば、ΔＤ（ｔ）＜
0、であるデータ数をカウントし、減少区間数（Ｐｄ）とする。
【０１４６】
〔Ｂ５〕：もし、当該測定項目の正常なタイムコース・パターンが「増加」、かつ、Ｐｉ
≧Ｐｔならば正常と判断し、当該測定項目の正常なタイムコース・パターンが「増加」、
かつ、Ｐｉ＜Ｐｔならば異常と判断する。
【０１４７】
　もし、当該測定項目の正常なタイムコース・パターンが「減少」、かつ、Ｐｄ≧Ｐｔな
らば正常と判断し、当該測定項目の正常なタイムコース・パターンが「減少」、かつ、Ｐ
ｄ＜Ｐｔならば異常と判断する。
【０１４８】
＜判定方法-3＞
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　タイムコース二次回帰誤差の標準偏差が閾値を超えた場合、タイムコース異常と判断す
る判定方法。或いは、ｎ次べき級数回帰、対数関数回帰、指数関数回帰、等の回帰曲線か
らの誤差の標準偏差が閾値を超えた場合、タイムコース異常と判断する判定方法（図８参
照）。なお、後述の符号Ｃｏ～Ｃ６は、図８に示すフローチャート中の符号に対応するも
のです。
【０１４９】
〔Ｃｏ〕：開始。
【０１５０】
〔Ｃ１〕：測定項目を特定する。
【０１５１】
〔Ｃ２〕：当該測定項目の閾値（Ｐｔ）を記憶領域から取り出す。
【０１５２】
〔Ｃ３〕：タイムコース・データ（Ｄ（ｔ））の回帰曲線を求め、各測定点（ｔ）に対応
する回帰曲線の値（Ｆ（ｔ））を求める。
【０１５３】
〔Ｃ４〕：回帰誤差δＤ（ｔ）を求める。ここで、δＤ（ｔ）＝Ｄ(ｔ)－Ｆ(ｔ)
〔Ｃ５〕：δＤ（ｔ）の標準偏差σを求める。
【０１５４】
〔Ｃ６〕：σ≦Ｐｔであれば正常と判断し、σ＞Ｐｔであれば異常と判断する。
【０１５５】
＜判定方法-4＞
　タイムコースをフーリエ変換し、パワースペクトルを求め、特定周波数以上の成分が閾
値以上ならタイムコース異常と判断する判定方法（図８参照）。なお、後述の符号Ｄｏ～
Ｄ６は、図８に示すフローチャート中の符号に対応するものです。
【０１５６】
〔Ｄｏ〕：開始。
【０１５７】
〔Ｄ１〕：測定項目を特定する。
【０１５８】
〔Ｄ２〕：当該測定項目の閾値（Ｐｔ）を記憶領域から取り出す。
【０１５９】
〔Ｄ３〕：タイムコース・データ（Ｄ（ｔ））をフーリエ変換し、パワースペクトルを求
める。
【０１６０】
〔Ｄ４〕：パワースペクトルの全積分値（合計）Ｓａを求める。
【０１６１】
〔Ｄ５〕：決められた周波数ｆ以上の、パワースペクトルの積分値（合計）Ｓｆを求める
。〔Ｄ６〕：Ｓｆ/Ｓａ≦Ｐｔであれば正常と判断し、Ｓｆ/Ｓａ＞Ｐｔであれば異常と判
断する。
【０１６２】
＜判定方法-5＞
　判定方法-1～4を、判断に時間を要しない粗い判定から、時間を要するが精度の高い判
定方法を逐次行うことで判断に要する時間を短縮し、且つ判断精度を向上させる判定方法
（図９参照）。上記判定方法-5は、判定方法1～4のうちの２つ以上の適宜なものの組み合
わせでも良い。また、上記判定方法-5は、判定方法1～4のうちのいずれか１つを単独で採
用したものであっても良い。なお、後述の符号Ｅｏ～Ｅ４は、図９に示すフローチャート
中の符号に対応するものです。
【０１６３】
〔Ｅｏ〕：開始。
【０１６４】
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〔Ｅ１〕：判定方法-１で判断し、異常と判定された場合は異常終了とし、正常と判定さ
れた場合は判定方法-2〔Ｅ２〕での判定に移行する。
【０１６５】
〔Ｅ２〕：判定方法-2で判断し、異常と判定された場合は異常終了とし、正常と判定され
た場合は判定方法-3〔Ｅ３〕での判定に移行する。
【０１６６】
〔Ｅ３〕：判定方法-3で判断し、異常と判定された場合は異常終了とし、正常と判定され
た場合は判定方法-4〔Ｅ４〕での判定に移行する。
【０１６７】
〔Ｅ４〕：判定方法-4で判断し、異常と判定された場合は異常終了とし、正常と判定され
た場合は正常終了とする。
【０１６８】
　図１０は、γＧＴＰ、アミラーゼ、リパーゼ等を測定項目として、スライドに点着した
血液、血漿、尿等についてタイムコースデータを測定する様子を示す図である。
【０１６９】
　以下、このタイムコースデータ測定の概要について説明する。
【０１７０】
（１）スライドは測定項目（γＧＴＰ、アミラーゼ、リパーゼ等）毎に異なる種類が使用
され、その使用がバーコード情報に含まれる。
【０１７１】
（２）チップから液滴（被測定物；血液、血漿、尿等）は点着され、直径１０ｍｍ程度発
色する。
【０１７２】
（３）そのスライドをインキュベータ内の円盤に挟み込み、直径約約６ｍｍの測光ヘッド
で測定する。
【０１７３】
（４）スライドはインキュベータ内の円盤に挟み込まれる３７℃に保持される。
【０１７４】
（５）円盤には複数のスライドが保持され、円盤が回転しながら各々のスライドは７～９
秒毎に反射濃度が測定される。
【０１７５】
（６）その回転の際に保持位置がずれたり、円盤の停止位置がずれることにより、上記約
１０ｍｍの発色部分から、測光径６ｍｍがはずれ測光が正確に行われない（位置ズレ）。
【０１７６】
（７）円盤上には複数のスライドが搭載されるため、正常な測定が継続されるものもあり
、最後まで測定を繰り返し、時間的濃度変化（タイムコース）曲線を作成し、その曲線の
滑らかさを確認する。滑らかでない場合は異常とする。
【０１７７】
（８）測定結果にバラツキが生じる原因としては、光源ランプの寿命による明るさ変化、
電気的トラブル等が考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０１７８】
【図１】位置ずれ判定装置およびタイムコースデータ測定装置の概略構成を示す概念図
【図２】位置ずれ判定装置の構成を示すブロック図
【図３】正常なタイムコースデータと比較用のタイムコースデータを回帰曲線で近似した
様子を示す図
【図４】第２の異常判定部で判定される正常なタイムコースデータと比較用のタイムコー
スデータを示す図
【図５】第３の異常判定部で判定される正常なタイムコースデータと比較用のタイムコー
スデータを示す図
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【図６】第４の異常判定部で判定される正常なタイムコースデータと比較用のタイムコー
スデータを示す図
【図７】図７（ａ）は正常なタイムコースデータをフーリエ変換して得られたパワースペ
クトルを示す図、図７（ｂ）は比較用のタイムコースデータをフーリエ変換して得られた
パワースペクトルを示す図
【図８】判定方法-１～判定方法-4のフローチャートを示す図
【図９】判定方法-5のフローチャートを示す図
【図１０】タイムコースデータ測定の様子を示す図
【符号の説明】
【０１７９】
　　　１０　　第１の異常判定部
　　　１２　　回帰曲線作成部
　　　１４　　標準偏差取得部
　　　１６　　標準偏差比較判定部
　　　１８　　標準偏差記憶部
　　　２０　　第２の異常判定部
　　　３０　　第３の異常判定部
　　　４０　　第４の異常判定部
　　　１００　　位置ずれ判定装置
　　　２００　　タイムコースデータ測定装置
　　　２０１　　試料体
　　　２０５　　反応セル
　　　２１０　　回転円板
　　　２２０　　光学測定器
　　　Ｄｔ１、Ｄｔ２、Ｄｔ３・・・　　タイムコースデータ
　　　Ｋ　　回帰曲線
　　　σｘ　　標準偏差の値
　　　σｏ　　閾値
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